
 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム六じょうや  

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和４年８月２５日（木） 

参加者（今回は新型コロナ

ウイルスのため集まらず、

資料を配布した人数） 

議   題 

利用者      ０ 名 

利用者家族    ８ 名 

地域住民の代表者 ３ 名 

市職員      １ 名 

地域包括支援センター職員 １ 名 

見識者      ０ 名 

事業所      ０ 名 

１ 六じょうや基本理念・目指す場所 

２ 入居者情報 

３ 利用者の医療看護の状況 

４ 行事報告 実績写真添付 

５ 身体拘束廃止委員会 

６ 今後の事業計画 

会    議    録 

今回は新型コロナウイルスの感染拡大の危険があるため、室内で集まらずに資 

料をお渡しして回答を待つ形で行いました。 

 

２ 入居者要介護度の状況、平均年齢、平均介護度、年齢別介護度、面会者数

などについて前回との変化を報告しました。 

  

３ 入居者の医療看護の状況（R４．６．2４～R４．８．２５の期間）を報告

しました。 

〔利用者の転帰状況〕 

 〔入居者の看護、介護の状況〕 

 〔利用者の健康教室開催状況〕講師矢萩看護師 

・７月 コロナ情報伝達（瀬戸市、尾張旭市、長久手市など） 

８月 コロナ感染者と健常者の介護の違いの説明   

  入居者参加と職員参加で一緒に勉強しています。（別々に参加） 

  

４ 主な行事報告 

・７月７日   七夕祭り 

・７月２２日  土用の丑 

   23日 

・８月１０日  夏祭り 

 

  各行事の楽しさを説明し、写真を添付してご家族にも知って頂きました。 

 

 



５ 身体拘束廃止委員会 

「コロナの感染中に部屋に隔離されていることについて、出たがる人をどのよ 

うに部屋にいてもらうか、感染症の人を閉じ込めておくことも身体拘束にあ 

たるのでしょうか？」 

（瀬戸市職員） 

 ・新型コロナウイルス感染症のリスクコントロールや入居者様の保護を目的

として部屋に隔離することは身体拘束にあたらないと思います。 

 （職員） 

 ・感染症の人の保護は拘束になると、対応の仕方がないから、そうじゃないと思

う。 

 ・厳密にいえば、拘束かもしれないけど、それまで含むと方法がなくなってしまう

と思う。 

 

（その他の意見） 

 特になし 

 

６ 今後の事業計画 

・今期を振り返って 

 ・設備等整備について 

 ・職員の定着について 

 ・今後の主な行事について 

    9月 敬老会 

・入居者状況 

  

 ・次回運営推進会議 ２０２２年１０月２７日（木） 

（新型コロナウイルスにより集会が無理な場合は資料をお届けし、ご意見を

お待ちしています）。 

 


